
発表１ コミュニケーション場面論基盤のOJAEテストで 
 「対話力」を鍛える  

1.1　 
	ヤコブソン (1960) コミュニケーション場面論ー６要因・６機能	

約60年来の「コミュニケーション」という語彙の使用➡再考　 

1.3　OJAEの６大特長 
①  被験者が主人公：被験者同士が「がっぷり四つ」に組む 
②  高信頼性：テストスクリプト（シナリオ）基盤で試験者の「腕」に左右されない 
③  高妥当性：     基盤のテスト問題の的確さ 
④  高実行性：各問題に応じて２評価領域に絞り「評価シート」使用 
⑤  評価基準表：階層性の明示化 
⑥  フィードバック(FD)：試験結果＞被験者・教師双方への羅針盤 

1.2　6機能（１９６０）➡32機能　オーサリバン他(２００２） 
 ➡OJAE口頭産出能力テスト５３機能	

OJAEテスト設計図「５３機能」	
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発表１ コミュニケーション場面論基盤のOJAEテストで 
 「対話力」を鍛える  

①　発信者	
　	

表出	

②受信者	
働きかけ	

　　	

感嘆詞	
ラブレター	

③コンテクスト	

⑤接触	

④メッセージ	 詩的	 詩歌・脚韻	

⑥コード	

交話	 相槌・「暑い
ですねぇ」	

命令	
依頼	
勧誘	メタ言語　	　「意味は何？」	

© 2017 Y.Yamada-Bochynek 

1.1　ヤコブソン (1960) コミュニケーション場面論ー６要因・６機能	

     JAKOBSON, R. (1960) “Closing Statement: Linguistics and Poetics” in SEBEOK, T. A. (ed.) Style in Language. New York: Sebeok, PP. 350-77.  
     Cf.: KOCH, W.A. (1983) Poetry and Science: Semiogenetic Twins – Towards an Integrated Correspondence Theory of Poetic Structures. Tübingen: Narr. 
            YAMADA-BOCHYNEK, Y. (1985) Haiku East and West – A Semiogenetic Approach –. Bochum: Brockmeyer. PP.22-27.    

「コミュニケーション」再考　 

情報	 叙述・記述	
６要因 

６機能	
具体例	

OJAEテスト設計図「５３機能」	
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1.2 コミュニケーション場面：有効な言語機能群 
 

 R. Jakobson 6機能（１９６０）➡ 
 B. O´Sullivan, ３２機能 (2002) ➡ 
 OJAE口頭産出テスト53機能（2010)	

Barry O’Sullivan The University of Reading, Cyril J. 
Weir University of Surrey, Roehampton and Nick 
Saville University of Cambridge Local Examinations 
Syndicate  
https://www.researchgate.net/publication/
237225018_Using_observation_checklists_to_validate_speaking-test_tasks 
 
「観察チェックリストを用いてスピーキング・テスト課題の妥当性を検証する」 
 

オ・サリバン, バリー レディング大学；シリル, J. ウィヤー　サレー大学ローハンプトン;  
ニック・サヴィール　ケンブリッジ大学ローカル試験連合 
 
序文日本語訳：山田ボヒネック頼子 
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テスト課題に関する妥当性の検証は、近来のケンブリッジ大

学ローカル試験連合（UCLES)にとって修正プロジェクト群の

中でも困難点の一つである。本論文は、これまで比較的見過

ごされてきた「試験作成側が予測する回答と受験者側からの

回答実例」がどのぐらい合致するかというテスト問題の妥当性 

に関する領域を扱う。すなわち口頭産出能力の基盤となる言

語機能群の青写真/設計図に焦点を当てるわけである。この

目的のためにスピーキングテストの回答の「事前・事後分析

用」ためのチェックリストが開発された。このチェックリストによ

り、試験者は受験者の回答中に一定の言語機能が産出され

ているか否かをリアルタイムで走査することができる。通常書

き起こしは、時間も手間もかかり時として分析には不十分なも

のであるが、それが不必要になる。以下、本チェックリストの

開発の経緯・結果、意義、可能な応用領域について記す。 
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53機能群＋CEFR準拠階層性 
OJAE 
テスト作成 

設計図	

コミュニケーション臨場場面：
４領域と細分５3機能項目 
 
→「〜ができる」のテスト課題
創成基盤: 
OJAEテスト・評価法のレベル
色別（濃淡でレベル高低を上
下で表示： 
A：ピンク系 
B:グリーン系 
C:黄色系 
 
 

Cf. O´SULLIVAN, B. et al. 2002,
"Using observation checklist
to validate speaking-test tasks".
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22  Arguing logically with coherent grounds and points x
23 ´ÝÕÔØÒ ËÐÝ§ÁÙ§ÄßÐÝÞÔÙØÝ x
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1.３　OJAE６大特長	

①テストの主人公は被験者２名：被験者同士が「がっぷり四つ」に組む 

１）テストの主人公で ある被験者同士がそ
れぞれ「自分のことば」で語り、相手と「がっ
ぷり四つ」に組むー従来の口頭能力テストと
は根本的に異なる。（第３発表②参照） 
 
2）対話：発話は「独話」と双方向発話の「交
話」。両者は真摯に課題について意見を述
べ合う。 

 
A1レベルでは、相槌など「受け答え」も
評価する。 
 
B2レベル以上で意識的な回避や非用
などが観察される場合には、柔道の試
合の 
「指導」に相当の「反則」と判定し、不合
格とする。 26	



1.2　OJAE６大特長	

②高信頼性：テストスクリプト（シナリオ）採択➡試験結果は 
　　試験者の「腕」に左右されない 

テストスクリプト 
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1.2　OJAE６大特長	

 ③高妥当性：設計図基盤テスト問題＞課題の予測回答と現実 
 　回答の高合致度 
④高実行性：各問題に応じて２評価領域に絞り「評価シート」使用 
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1.2　OJAE６大特長	

 ⑤評価基準表：階層性の明示化　（第2発表B2：酒井参照） 

 ⑥フィードバック(FD)：試験結果＞被験者・教師双方への羅針盤 
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